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織
田
信
長
が
天
正
一
〇
︵
一
五
八
二
︶
年
六
月
の
本
能
寺
の
変
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た

の
ち
︑
新
た
に
天
下
人
と
な
っ
た
豊
臣
秀
吉
は
︑
信
長
と
同
じ
よ
う
に
堺
の
町
に
代
官
を

お
い
て
支
配
を
行
っ
た
︒
当
初
秀
吉
は
︑
信
長
の
任
命
し
た
松
井
友
閑
を
そ
の
ま
ま
堺
代

官
︵
政
所
︶
と
し
て
い
た
が
︑
や
が
て
天
正
一
四
年
︵
一
五
八
六
︶
六
月
に
は
罷
免
さ
れ
︑

自
ら
の
腹
心
と
も
い
え
る
人
物
を
代
官
に
登
用
す
る
よ
う
に
な
る
︒

　
豊
臣
政
権
の
堺
代
官
は
︑
織
田
政
権
期
の
松
井
友
閑
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
一
名
の

み
で
は
な
く
︑二
名
を
定
員
と
し
た
［
表
１
］︒
そ
の
一
方
を
担
っ
た
の
は
小
西
立
佐
で
あ
り
︑

つ
い
で
そ
の
子
の
如
清
が
そ
の
地
位
を
継
い
だ
︒
両
名
は
小
西
行
長
の
父
と
兄
に
あ
た
る
︒

ま
た
︑
石
田
三
成
の
父
正
継
︑
つ
い
で
兄
正
澄
も
父
子
で
堺
代
官
の
地
位
を
引
き
継
い
だ
︒

小
西
父
子
に
つ
い
て
は
︑
近
年
鳥
津
亮
二
氏
の
研
究
に
よ
り
そ
の
事
績
や
豊
臣
政
権
の
中

で
の
役
割
へ
の
評
価
が
新
た
に
さ
れ
て
い
る
︒
本
稿
で
も
先
行
研
究
に
学
び
つ
つ
︑
彼
ら

の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
を
紹
介
し
た
い
︒

　
ま
ず
小
西
立
佐
に
つ
い
て
は
︑
堺
の
小
西
一
族
の
出
身
と
考
え
ら
れ
る
商
人
で
︑
キ
リ

シ
タ
ン
と
し
て
イ
エ
ズ
ス
会
と
権
力
者
と
の
仲
介
役
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
で

あ
る
こ
と
︑
九
州
と
の
貿
易
ル
ー
ト
を
も
つ
日
比
屋
氏
と
婚
姻
関
係
で
強
い
つ
な
が
り
を

も
つ
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
︒
秀
吉
の
も
と
で
の
活
動
は
︑
天
正
八

︵
一
五
八
〇
︶
年
に
播
磨
国
の
網
干
に
赴
い
て
い
る
の
が
そ
の
初
見
と
さ
れ
る
︒

　
子
息
の
行
長
も
こ
の
こ
ろ
秀
吉
に
仕
え
︑
室
津
や
小
豆
島
の
代
官
を
務
め
た
︒
行
長
の

こ
う
し
た
性
格
の
活
動
を
伝
え
る
史
料
の
一
つ
と
し
て
︑
天
正
一
三
年
に
比
定
さ
れ
る
﹁
小

西
行
長
書
状
﹂［
挿
図
１
］
が
あ
る
︒
本
文
書
は
行
長
が
秀
吉
近
臣
の
宮
城
豊
盛
に
対
し
︑
塩

飽
諸
島
や
直
島
で
の
船
の
調
達
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
︒
秀
吉
の
も
と

で
︑
瀬
戸
内
海
で
の
物
資
の
補
給
・
輸
送
・
調
達
に
携
わ
る
小
西
父
子
の
役
割
が
窺
え
る

史
料
で
あ
る
︒

　
立
佐
の
堺
代
官
と
し
て
の
活
動
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
年
報
や
書
簡
に
多
く
記
録
さ
れ
る
が
︑

地
元
に
残
る
一
次
史
料
の
な
か
で
は
︑天
正
一
六
︵
一
五
八
八
︶
年
一
二
月
二
〇
日
付
の
﹁
石

田
正
継
塩
風
呂
掟
書
﹂［
本
書
27
頁
、
20
］
が
そ
の
早
い
段
階
で
の
活
動
を
伝
え
る
と
さ
れ
る
︒

塩
風
呂
と
は
︑
海
水
を
沸
か
し
た
風
呂
を
い
う
︒
現
在
の
堺
区
の
宿
院
交
差
点
付
近
に
位

置
し
︑
そ
の
場
所
は
﹁
元
禄
二
年
堺
大
絵
図
﹂
に
も
示
さ
れ
て
い
る
［
挿
図
２
］︒
こ
の
場
所

は
文
亀
二
︵
一
五
〇
二
︶
年
に
当
時
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
八
万
貫
屋
妙
徳
に
よ
り
大
阿
弥

陀
経
寺
︵
旭
蓮
社
︶
に
寄
進
さ
れ
︑
そ
れ
以
降
︑
同
寺
の
管
理
下
に
あ
っ
た
︒
江
戸
時
代

に
は
付
近
は
﹁
塩
風
呂
町
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
た
︒

　
こ
の
掟
書
の
制
定
者
は
︑
石
田
三
成
の
父
正
継
で
あ
る
が
︑
文
中
に
﹁
殊
立
佐
西
国
下

向
付
て
不
相
談
候
条
︑
雖
如
何
候
﹂
と
い
う
文
言
が
あ
る
の
で
︑
立
佐
と
二
人
体
制
︵
両

名
の
合
議
︶
で
堺
代
官
の
仕
事
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒

　
こ
の
掟
書
は
︑
他
国
か
ら
も
入
湯
者
の
あ
る
塩
風
呂
に
お
い
て
︑
留
風
呂
︵
風
呂
を
一

定
期
間
貸
し
切
る
こ
と
︶
に
つ
い
て
の
一
定
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
︒
不
特
定

多
数
の
人
々
が
利
用
す
る
塩
風
呂
と
い
う
︑
多
分
に
公
共
的
な
場
所
の
秩
序
維
持
へ
の
堺

代
官
の
積
極
的
な
姿
勢
が
窺
え
る
︒

　
な
お
︑
大
阿
弥
陀
経
寺
に
は
︑
文
禄
二
︵
一
五
九
三
︶
年
閏
九
月
一
七
日
付
の
秀
吉
朱

印
状
［
本
書
28
頁
、
22
］
が
出
さ
れ
て
お
り
︑
大
阿
弥
陀
経
寺
境
内
の
寄
宿
︵
寺
外
の
者
が
宿

所
等
と
し
て
接
取
す
る
こ
と
︶
が
禁
じ
ら
れ
︑
塩
風
呂
へ
は
様
々
な
税
の
賦
課
が
免
除
さ

れ
て
い
た
︒
豊
臣
政
権
が
塩
風
呂
を
庇
護
す
る
方
針
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒

　
堺
の
地
元
に
残
る
史
料
で
は
︑
開
口
神
社
文
書
の
な
か
の
天
正
二
〇
︵
一
五
九
二
︶
年

五
月
二
九
日
付
﹁
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
﹂［
本
書
30
頁
、
25
］
に
も
富
田
清
左
衛
門
︵
政
澄
︶
と

並
ん
で
﹁
小
西
和
泉
法
眼
﹂
す
な
わ
ち
立
佐
の
名
が
み
え
る
︒
こ
ち
ら
は
堺
の
﹁
十
六
ヶ
寺
﹂

宛
に
︑
文
禄
の
役
に
際
し
て
﹁
十
六
ヶ
寺
﹂
が
行
っ
た
陣
中
見
舞
い
に
対
し
て
︑
謝
意
を

示
す
内
容
の
も
の
で
あ
る
︒﹁
十
六
ヶ
寺
﹂
と
は
︑
天
正
一
四
年
七
月
に
秀
吉
に
よ
り
寺
領

の
寄
付
を
う
け
た
堺
の
一
六
の
寺
院
を
指
す
︒
こ
れ
ら
の
寺
院
は
江
戸
時
代
に
も
引
き
続

き
代
々
の
将
軍
の
朱
印
状
に
よ
っ
て
寺
領
が
安
堵
さ
れ
て
い
く
︒
近
世
に
朱
印
状
を
与
え

ら
れ
て
い
た
寺
院
は
左
記
の
一
八
の
寺
院
で
あ
っ
た
︒

　
念
仏
寺
・
常
楽
寺
・
向
泉
寺
・
光
明
院
・
南
宗
寺
・
禅
通
寺
・
海
会
寺
・
大
安
寺
・

北
御
坊
︵
西
本
願
寺
堺
別
院
︶・
妙
國
寺
・
顕
本
寺
・
旭
蓮
社
︵
大
阿
弥
陀
経
寺
︶・

極
楽
寺
・
北
十
萬
・
引
接
寺
・
櫛
笥
寺
・
経
王
寺
・
金
光
寺

　
一
六
ヶ
寺
宛
の
文
書
が
開
口
神
社
文
書
の
な
か
に
含
ま
れ
る
の
は
︑
当
時
一
六
ヶ
寺
の

代
表
者
が
︑
開
口
神
社
の
神
宮
寺
で
あ
る
念
仏
寺
で
あ
っ
た
た
め
か
と
思
わ
れ
る
︒

　
小
西
立
佐
は
天
正
二
〇
︵
一
五
九
二
︶
年
の
九
月
に
没
し
︑
そ
の
後
︑
そ
の
子
で
あ
る

如
清
が
堺
奉
行
を
務
め
て
い
る
︒
如
清
と
と
も
に
奉
行
を
務
め
た
の
が
︑
先
述
し
た
石
田

正
継
の
子
で
︑
三
成
の
兄
に
あ
た
る
正
澄
で
あ
っ
た
︒
正
澄
の
在
任
中
の
事
績
が
分
か
る

も
の
と
し
て
は
︑
慶
長
四
︵
一
五
九
九
︶
年
七
月
の
﹁
曼
殊
院
宮
良
恕
法
親
王
聖
廟
根
本

縁
起
加
筆
奥
書
自
筆
写
﹂［
挿
図
３
、開
口
神
社
蔵
］
が
注
目
さ
れ
る
︒﹁
聖
廟
根
本
縁
起
﹂
と
は
︑

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
北
野
天
満
宮
蔵
﹁
北
野
天
神
縁
起
﹂︵
承
久
本
︶
を
指
す
︒
こ
の

史
料
は
当
時
北
野
社
の
別
当
で
あ
っ
た
曼
殊
院
宮
良
恕
法
親
王
が
︑
承
久
本
の
縁
起
絵
巻

の
第
一
巻
の
末
尾
に
付
加
し
た
奥
書
を
法
親
王
自
身
が
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
︒
奥
書

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
︒

　
　
北
野
聖
廟
縁
起
不
慮
紛
失
︑
不
知
其
所
在
︑
空
送
歳
月
已
久
︑
于
爰
目
代
照
世
索
求

于
四
方
︑
得
古
編
縁
起
八
軸
於
泉
南
大
寺
之
大
蔵
中
︑
雖
然
欲
償
之
不
容
易
︑
故
謁

県
令
石
田
木
作
尹
︑
請
遂
鶴
望
︑
県
人
之
感
照
世
志
深
切
︑
而
文
禄
五
稔
秋
︑
遂
以

得
令
終
素
願
︑
不
勝
朴
躍
︑
抱
以
奉
備
宝
前
也
︑
可
謂
︑
合
浦
珠
去
復
還
矣
︑
嗚
呼
︑

是
亦
非
神
霊
威
徳
之
盛
乎
︑
于
時
慶
長
第
四
暦
己
亥
夷
則
七
日
︑

北
野
寺
務

無
品
︵⎝
良
恕
⎠

花
押
︶
親
王
記
之

　
右
を
要
約
す
る
と
︑
承
久
本
は
長
ら
く
北
野
社
の
外
に
出
て
所
在
が
分
か
ら
な
い
状
態

豊
臣
秀
吉
と
堺
の
代
官
に
つ
い
て

渋
谷
一
成
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織
田
信
長
が
天
正
一
〇
︵
一
五
八
二
︶
年
六
月
の
本
能
寺
の
変
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た

の
ち
︑
新
た
に
天
下
人
と
な
っ
た
豊
臣
秀
吉
は
︑
信
長
と
同
じ
よ
う
に
堺
の
町
に
代
官
を

お
い
て
支
配
を
行
っ
た
︒
当
初
秀
吉
は
︑
信
長
の
任
命
し
た
松
井
友
閑
を
そ
の
ま
ま
堺
代

官
︵
政
所
︶
と
し
て
い
た
が
︑
や
が
て
天
正
一
四
年
︵
一
五
八
六
︶
六
月
に
は
罷
免
さ
れ
︑

自
ら
の
腹
心
と
も
い
え
る
人
物
を
代
官
に
登
用
す
る
よ
う
に
な
る
︒

　
豊
臣
政
権
の
堺
代
官
は
︑
織
田
政
権
期
の
松
井
友
閑
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
一
名
の

み
で
は
な
く
︑二
名
を
定
員
と
し
た
［
表
１
］︒
そ
の
一
方
を
担
っ
た
の
は
小
西
立
佐
で
あ
り
︑

つ
い
で
そ
の
子
の
如
清
が
そ
の
地
位
を
継
い
だ
︒
両
名
は
小
西
行
長
の
父
と
兄
に
あ
た
る
︒

ま
た
︑
石
田
三
成
の
父
正
継
︑
つ
い
で
兄
正
澄
も
父
子
で
堺
代
官
の
地
位
を
引
き
継
い
だ
︒

小
西
父
子
に
つ
い
て
は
︑
近
年
鳥
津
亮
二
氏
の
研
究
に
よ
り
そ
の
事
績
や
豊
臣
政
権
の
中

で
の
役
割
へ
の
評
価
が
新
た
に
さ
れ
て
い
る
︒
本
稿
で
も
先
行
研
究
に
学
び
つ
つ
︑
彼
ら

の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
を
紹
介
し
た
い
︒

　
ま
ず
小
西
立
佐
に
つ
い
て
は
︑
堺
の
小
西
一
族
の
出
身
と
考
え
ら
れ
る
商
人
で
︑
キ
リ

シ
タ
ン
と
し
て
イ
エ
ズ
ス
会
と
権
力
者
と
の
仲
介
役
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
で

あ
る
こ
と
︑
九
州
と
の
貿
易
ル
ー
ト
を
も
つ
日
比
屋
氏
と
婚
姻
関
係
で
強
い
つ
な
が
り
を

も
つ
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
︒
秀
吉
の
も
と
で
の
活
動
は
︑
天
正
八

︵
一
五
八
〇
︶
年
に
播
磨
国
の
網
干
に
赴
い
て
い
る
の
が
そ
の
初
見
と
さ
れ
る
︒

　
子
息
の
行
長
も
こ
の
こ
ろ
秀
吉
に
仕
え
︑
室
津
や
小
豆
島
の
代
官
を
務
め
た
︒
行
長
の

こ
う
し
た
性
格
の
活
動
を
伝
え
る
史
料
の
一
つ
と
し
て
︑
天
正
一
三
年
に
比
定
さ
れ
る
﹁
小

西
行
長
書
状
﹂［
挿
図
１
］
が
あ
る
︒
本
文
書
は
行
長
が
秀
吉
近
臣
の
宮
城
豊
盛
に
対
し
︑
塩

飽
諸
島
や
直
島
で
の
船
の
調
達
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
︒
秀
吉
の
も
と

で
︑
瀬
戸
内
海
で
の
物
資
の
補
給
・
輸
送
・
調
達
に
携
わ
る
小
西
父
子
の
役
割
が
窺
え
る

史
料
で
あ
る
︒

　
立
佐
の
堺
代
官
と
し
て
の
活
動
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
年
報
や
書
簡
に
多
く
記
録
さ
れ
る
が
︑

地
元
に
残
る
一
次
史
料
の
な
か
で
は
︑天
正
一
六
︵
一
五
八
八
︶
年
一
二
月
二
〇
日
付
の
﹁
石

田
正
継
塩
風
呂
掟
書
﹂［
本
書
27
頁
、
20
］
が
そ
の
早
い
段
階
で
の
活
動
を
伝
え
る
と
さ
れ
る
︒

塩
風
呂
と
は
︑
海
水
を
沸
か
し
た
風
呂
を
い
う
︒
現
在
の
堺
区
の
宿
院
交
差
点
付
近
に
位

置
し
︑
そ
の
場
所
は
﹁
元
禄
二
年
堺
大
絵
図
﹂
に
も
示
さ
れ
て
い
る
［
挿
図
２
］︒
こ
の
場
所

は
文
亀
二
︵
一
五
〇
二
︶
年
に
当
時
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
八
万
貫
屋
妙
徳
に
よ
り
大
阿
弥

陀
経
寺
︵
旭
蓮
社
︶
に
寄
進
さ
れ
︑
そ
れ
以
降
︑
同
寺
の
管
理
下
に
あ
っ
た
︒
江
戸
時
代

に
は
付
近
は
﹁
塩
風
呂
町
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
た
︒

　
こ
の
掟
書
の
制
定
者
は
︑
石
田
三
成
の
父
正
継
で
あ
る
が
︑
文
中
に
﹁
殊
立
佐
西
国
下

向
付
て
不
相
談
候
条
︑
雖
如
何
候
﹂
と
い
う
文
言
が
あ
る
の
で
︑
立
佐
と
二
人
体
制
︵
両

名
の
合
議
︶
で
堺
代
官
の
仕
事
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒

　
こ
の
掟
書
は
︑
他
国
か
ら
も
入
湯
者
の
あ
る
塩
風
呂
に
お
い
て
︑
留
風
呂
︵
風
呂
を
一

定
期
間
貸
し
切
る
こ
と
︶
に
つ
い
て
の
一
定
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
︒
不
特
定

多
数
の
人
々
が
利
用
す
る
塩
風
呂
と
い
う
︑
多
分
に
公
共
的
な
場
所
の
秩
序
維
持
へ
の
堺

代
官
の
積
極
的
な
姿
勢
が
窺
え
る
︒

　
な
お
︑
大
阿
弥
陀
経
寺
に
は
︑
文
禄
二
︵
一
五
九
三
︶
年
閏
九
月
一
七
日
付
の
秀
吉
朱

印
状
［
本
書
28
頁
、
22
］
が
出
さ
れ
て
お
り
︑
大
阿
弥
陀
経
寺
境
内
の
寄
宿
︵
寺
外
の
者
が
宿

所
等
と
し
て
接
取
す
る
こ
と
︶
が
禁
じ
ら
れ
︑
塩
風
呂
へ
は
様
々
な
税
の
賦
課
が
免
除
さ

れ
て
い
た
︒
豊
臣
政
権
が
塩
風
呂
を
庇
護
す
る
方
針
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒

　
堺
の
地
元
に
残
る
史
料
で
は
︑
開
口
神
社
文
書
の
な
か
の
天
正
二
〇
︵
一
五
九
二
︶
年

五
月
二
九
日
付
﹁
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
﹂［
本
書
30
頁
、
25
］
に
も
富
田
清
左
衛
門
︵
政
澄
︶
と

並
ん
で
﹁
小
西
和
泉
法
眼
﹂
す
な
わ
ち
立
佐
の
名
が
み
え
る
︒
こ
ち
ら
は
堺
の
﹁
十
六
ヶ
寺
﹂

宛
に
︑
文
禄
の
役
に
際
し
て
﹁
十
六
ヶ
寺
﹂
が
行
っ
た
陣
中
見
舞
い
に
対
し
て
︑
謝
意
を

示
す
内
容
の
も
の
で
あ
る
︒﹁
十
六
ヶ
寺
﹂
と
は
︑
天
正
一
四
年
七
月
に
秀
吉
に
よ
り
寺
領

の
寄
付
を
う
け
た
堺
の
一
六
の
寺
院
を
指
す
︒
こ
れ
ら
の
寺
院
は
江
戸
時
代
に
も
引
き
続

き
代
々
の
将
軍
の
朱
印
状
に
よ
っ
て
寺
領
が
安
堵
さ
れ
て
い
く
︒
近
世
に
朱
印
状
を
与
え

ら
れ
て
い
た
寺
院
は
左
記
の
一
八
の
寺
院
で
あ
っ
た
︒

　
念
仏
寺
・
常
楽
寺
・
向
泉
寺
・
光
明
院
・
南
宗
寺
・
禅
通
寺
・
海
会
寺
・
大
安
寺
・

北
御
坊
︵
西
本
願
寺
堺
別
院
︶・
妙
國
寺
・
顕
本
寺
・
旭
蓮
社
︵
大
阿
弥
陀
経
寺
︶・

極
楽
寺
・
北
十
萬
・
引
接
寺
・
櫛
笥
寺
・
経
王
寺
・
金
光
寺

　
一
六
ヶ
寺
宛
の
文
書
が
開
口
神
社
文
書
の
な
か
に
含
ま
れ
る
の
は
︑
当
時
一
六
ヶ
寺
の

代
表
者
が
︑
開
口
神
社
の
神
宮
寺
で
あ
る
念
仏
寺
で
あ
っ
た
た
め
か
と
思
わ
れ
る
︒

　
小
西
立
佐
は
天
正
二
〇
︵
一
五
九
二
︶
年
の
九
月
に
没
し
︑
そ
の
後
︑
そ
の
子
で
あ
る

如
清
が
堺
奉
行
を
務
め
て
い
る
︒
如
清
と
と
も
に
奉
行
を
務
め
た
の
が
︑
先
述
し
た
石
田

正
継
の
子
で
︑
三
成
の
兄
に
あ
た
る
正
澄
で
あ
っ
た
︒
正
澄
の
在
任
中
の
事
績
が
分
か
る

も
の
と
し
て
は
︑
慶
長
四
︵
一
五
九
九
︶
年
七
月
の
﹁
曼
殊
院
宮
良
恕
法
親
王
聖
廟
根
本

縁
起
加
筆
奥
書
自
筆
写
﹂［
挿
図
３
、開
口
神
社
蔵
］
が
注
目
さ
れ
る
︒﹁
聖
廟
根
本
縁
起
﹂
と
は
︑

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
北
野
天
満
宮
蔵
﹁
北
野
天
神
縁
起
﹂︵
承
久
本
︶
を
指
す
︒
こ
の

史
料
は
当
時
北
野
社
の
別
当
で
あ
っ
た
曼
殊
院
宮
良
恕
法
親
王
が
︑
承
久
本
の
縁
起
絵
巻

の
第
一
巻
の
末
尾
に
付
加
し
た
奥
書
を
法
親
王
自
身
が
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
︒
奥
書

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
︒

　
　
北
野
聖
廟
縁
起
不
慮
紛
失
︑
不
知
其
所
在
︑
空
送
歳
月
已
久
︑
于
爰
目
代
照
世
索
求

于
四
方
︑
得
古
編
縁
起
八
軸
於
泉
南
大
寺
之
大
蔵
中
︑
雖
然
欲
償
之
不
容
易
︑
故
謁

県
令
石
田
木
作
尹
︑
請
遂
鶴
望
︑
県
人
之
感
照
世
志
深
切
︑
而
文
禄
五
稔
秋
︑
遂
以

得
令
終
素
願
︑
不
勝
朴
躍
︑
抱
以
奉
備
宝
前
也
︑
可
謂
︑
合
浦
珠
去
復
還
矣
︑
嗚
呼
︑

是
亦
非
神
霊
威
徳
之
盛
乎
︑
于
時
慶
長
第
四
暦
己
亥
夷
則
七
日
︑

北
野
寺
務

無
品
︵⎝
良
恕
⎠

花
押
︶
親
王
記
之

　
右
を
要
約
す
る
と
︑
承
久
本
は
長
ら
く
北
野
社
の
外
に
出
て
所
在
が
分
か
ら
な
い
状
態

豊
臣
秀
吉
と
堺
の
代
官
に
つ
い
て

渋
谷
一
成

挿図１　小西行長書状　（天正 13年）8月 2日付
　（永雲院文書、京都市歴史資料館蔵、京都市指定文化財）

挿図２　塩風呂町付近（堺大絵図模写本、堺市博物館蔵）

挿図３　「曼殊院宮良恕法親王聖廟根本縁起加筆奥書」自筆写（開口神社蔵）
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で
あ
っ
た
が
︑や
が
て
堺
の
念
仏
寺
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
︒
そ
こ
で﹁
石
田
木
作
尹
﹂︵
石

田
正
澄
︶
の
尽
力
に
よ
り
文
禄
五
︵
一
五
九
六
︶
年
の
秋
に
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
内
容
で
あ
る
︒

　
な
お
︑
文
書
等
で
明
記
さ
れ
た
伝
承
で
は
な
い
も
の
の
︑
こ
の
と
き
縁
起
を
返
却
し
た

代
わ
り
に
︑
念
仏
寺
に
は
土
佐
信
実
ま
た
は
光
信
筆
と
い
う
道
真
画
像
が
送
ら
れ
た
と
伝

わ
る
︒
こ
の
画
像
は
現
在
所
在
不
明
で
あ
る
が
︑
中
野
慎
之
氏
の
ご
教
示
に
よ
り
︑
戦
前

の
出
版
物
に
写
真
［
挿
図
４
］
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
︑
そ
の
像
容
を
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
︒

　
以
上
︑
簡
潔
で
は
あ
る
が
豊
臣
政
権
期
の
堺
代
官
の
動
向
を
堺
の
地
元
の
史
料
か
ら
紹

介
し
た
︒
塩
風
呂
に
つ
い
て
は
︑
都
市
に
お
け
る
公
共
性
と
秩
序
維
持
の
様
相
が
︑
北
野

社
の
縁
起
絵
巻
に
ま
つ
わ
る
逸
話
に
つ
い
て
は
︑
さ
ま
ざ
ま
な
た
か
ら
も
の
が
集
ま
っ
て

き
た
︑
中
世
の
堺
の
豊
か
さ
が
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
︒
中
世
の
堺
が
︑
ど

の
よ
う
な
性
格
の
都
市
で
あ
っ
た
か
を
考
え
る
上
で
も
た
い
へ
ん
興
味
深
い
事
例
で
あ
る

と
い
え
よ
う
︒

︵
堺
市
博
物
館　
学
芸
員
︶

︹
主
要
参
考
文
献
︺

・ 

朝
尾
直
弘
﹁
織
豊
期
の
堺
代
官
﹂﹃
朝
尾
直
弘
著
作
集
﹄
第
三
巻　
岩
波
書
店　
二
〇
〇
四
年
︵
初
出
は
一
九
七
六
年
︶

・ 

京
都
国
立
博
物
館
﹃
北
野
天
満
宮
神
宝
展
﹄
二
〇
〇
一
年

・ 

堺
市
﹃
堺
市
史　
続
編
﹄
第
一
巻　
堺
市
役
所　
一
九
七
一
年

・ 

堺
市
博
物
館
﹃
都
市
の
信
仰
史
﹄
一
九
八
二
年

・ 

堺
市
博
物
館
﹃
堺
の
町
探
訪
︱
寺
町
の
文
化
財
︱
﹄
二
〇
〇
六
年

・ 

堺
市
博
物
館
﹃
堺
奉
行
の
新
資
料
︱
い
ま
描
か
れ
る
豊
か
な
都
市
像
︱
﹄
二
〇
一
三
年

・ 

堺
市
博
物
館
﹃
大
寺
さ
ん
︱
信
仰
の
か
た
ち
を
た
ど
る
︱
﹄
二
〇
一
九
年

・ 

渋
谷
一
成
﹁
史
料
紹
介　

大
阿
弥
陀
経
寺
蔵
﹁
石
田
正
継
塩
風
呂
掟
書
﹂﹃
堺
市
博
物
館
研
究
報
告
﹄
三
二
号　

二
〇
一
三
年

・ 

竹
本
千
鶴
﹁
松
井
友
閑
論
﹂﹃
織
豊
期
の
茶
会
と
政
治
﹄
思
文
閣
出
版　
二
〇
〇
六
年
︵
初
出
は
二
〇
〇
〇
年
︶

・ 

鳥
津
亮
二
﹃
小
西
行
長
︱
﹁
抹
殺
﹂
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
実
像
﹄
八
木
書
店　
二
〇
一
〇
年

・ 

鳥
津
亮
二
﹁
小
西
立
佐
・
如
清
の
生
涯
と
史
料
﹂﹃
堺
市
博
物
館
研
究
報
告
﹄
三
三
号　
二
〇
一
四
年

・ 

奈
良
帝
室
博
物
館
編
﹃
日
本
肖
像
画
図
録
﹄
便
利
堂　
一
九
三
八
年

挿図４　菅原道真画像
　　　　�（『日本肖像画図録』所載、国立国会図書館

デジタルコレクションより）

表 1　豊臣政権期の堺代官　※朝尾論文、鳥津論文を参照して作成。

■■■　�イエズス会関係資料等を参照した推定在任期間（前後の期間が未詳の場合は「？」とした）

日本側の史料から在任が確認できる時点
①多聞院日記（天正 14年 6月 14 日）
②塩風呂掟書（天正 16年 12 月）
③十六ヶ寺宛秀吉朱印状（天正 20年 5月）
④曼殊院宮良恕法親王自筆奥書写（正澄に仲介を依頼：文禄 5年秋）

年代
代官名

天正 14 年
（1586）

天正 16 年
（1588）

天正 20 年
（1592、文禄元年）

文禄 5 年
（1596）

慶長 5 年
（1600）

松井友閑
（生没年未詳）

石田三成
（1560 ～ 1600）

小西立佐
（？～ 1592）

石田正継
（？～ 1600)

富田政澄
( 生没年未詳）

小西如清
( 生没年未詳 )

石田正澄
（？～ 1600）

～天正 14 年 6月�罷免

慶長 5年 9月
関ヶ原の戦い

①

② ③

③

?

② ??

??

④ ??
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で
あ
っ
た
が
︑や
が
て
堺
の
念
仏
寺
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
︒
そ
こ
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石
田
木
作
尹
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石

田
正
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︶
の
尽
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に
よ
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文
禄
五
︵
一
五
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︶
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の
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に
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
内
容
で
あ
る
︒

　
な
お
︑
文
書
等
で
明
記
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れ
た
伝
承
で
は
な
い
も
の
の
︑
こ
の
と
き
縁
起
を
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代
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に
︑
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仏
寺
に
は
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信
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ま
た
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真
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が
送
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と
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こ
の
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像
は
現
在
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で
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が
︑
中
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の
ご
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に
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り
︑
戦
前

の
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に
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が
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こ
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が
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そ
の
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を
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こ
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が
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以
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で
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が
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期
の
堺
代
官
の
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を
堺
の
地
元
の
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た
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に
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は
︑
都
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と
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に
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が
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て
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た
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中
世
の
堺
の
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さ
が
象
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的
に
示
さ
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る
と
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え
る
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中
世
の
堺
が
︑
ど

の
よ
う
な
性
格
の
都
市
で
あ
っ
た
か
を
考
え
る
上
で
も
た
い
へ
ん
興
味
深
い
事
例
で
あ
る

と
い
え
よ
う
︒

︵
堺
市
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員
︶

︹
主
要
参
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文
献
︺
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朝
尾
直
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織
豊
期
の
堺
代
官
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弘
著
作
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書
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二
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︵
初
出
は
一
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六
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︶
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国
立
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物
館
﹃
北
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満
宮
神
宝
展
﹄
二
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〇
一
年

・ 

堺
市
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堺
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続
編
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第
一
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堺
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役
所　
一
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七
一
年

・ 

堺
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博
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館
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都
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の
信
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史
﹄
一
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八
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年
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堺
市
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﹃
堺
の
町
探
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︱
寺
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の
文
化
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︱
﹄
二
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・ 

堺
市
博
物
館
﹃
堺
奉
行
の
新
資
料
︱
い
ま
描
か
れ
る
豊
か
な
都
市
像
︱
﹄
二
〇
一
三
年

・ 

堺
市
博
物
館
﹃
大
寺
さ
ん
︱
信
仰
の
か
た
ち
を
た
ど
る
︱
﹄
二
〇
一
九
年

・ 

渋
谷
一
成
﹁
史
料
紹
介　

大
阿
弥
陀
経
寺
蔵
﹁
石
田
正
継
塩
風
呂
掟
書
﹂﹃
堺
市
博
物
館
研
究
報
告
﹄
三
二
号　

二
〇
一
三
年

・ 

竹
本
千
鶴
﹁
松
井
友
閑
論
﹂﹃
織
豊
期
の
茶
会
と
政
治
﹄
思
文
閣
出
版　
二
〇
〇
六
年
︵
初
出
は
二
〇
〇
〇
年
︶

・ 

鳥
津
亮
二
﹃
小
西
行
長
︱
﹁
抹
殺
﹂
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
実
像
﹄
八
木
書
店　
二
〇
一
〇
年

・ 

鳥
津
亮
二
﹁
小
西
立
佐
・
如
清
の
生
涯
と
史
料
﹂﹃
堺
市
博
物
館
研
究
報
告
﹄
三
三
号　
二
〇
一
四
年

・ 

奈
良
帝
室
博
物
館
編
﹃
日
本
肖
像
画
図
録
﹄
便
利
堂　
一
九
三
八
年

挿図４　菅原道真画像
　　　　�（『日本肖像画図録』所載、国立国会図書館

デジタルコレクションより）

表 1　豊臣政権期の堺代官　※朝尾論文、鳥津論文を参照して作成。

■■■　�イエズス会関係資料等を参照した推定在任期間（前後の期間が未詳の場合は「？」とした）

日本側の史料から在任が確認できる時点
①多聞院日記（天正 14年 6月 14 日）
②塩風呂掟書（天正 16年 12 月）
③十六ヶ寺宛秀吉朱印状（天正 20年 5月）
④曼殊院宮良恕法親王自筆奥書写（正澄に仲介を依頼：文禄 5年秋）

年代
代官名

天正 14 年
（1586）

天正 16 年
（1588）

天正 20 年
（1592、文禄元年）

文禄 5 年
（1596）

慶長 5 年
（1600）

松井友閑
（生没年未詳）

石田三成
（1560 ～ 1600）

小西立佐
（？～ 1592）

石田正継
（？～ 1600)

富田政澄
( 生没年未詳）

小西如清
( 生没年未詳 )

石田正澄
（？～ 1600）

～天正 14 年 6月�罷免

慶長 5年 9月
関ヶ原の戦い

①

② ③

③

?

② ??

??

④ ??
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